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井戸

今
晩
は
、
本
日
は
年
度
初
め
で
ご
多

忙
の
時
期
、
お
仕
事
等
で
お
疲
れ
の
中

多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
振
興
会
の

事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
発
症

か
ら
約
３
年
ぶ
り
に
マ
ス
ク
着
用
が

緩
和
さ
れ
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
八
日
か

ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
感
染
法
上
の
位

置
づ
け
が
二
類
か
ら
五
類
へ
引
き
下

げ
ら
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
取

り
扱
い
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
令
和
四
年
度
の
事
業
に
お
き

ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対

策
へ
の
十
分
な
取
り
組
み
を
し
、
史
跡

め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
振
興
会

メ
ー
ン
事
業
の
天
草
最
高
峰
倉
岳

ウ
ォ
ー
ク
、
更
に
は
四
年
ぶ
り
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
主
催
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
三
年

ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
会

場
内
も
屋
外
の
バ
ザ
ー
も
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
十
二
月
の
え
び
す
マ
ラ

ソ
ン
大
会
は
、
猛
吹
雪
の
中
、
振
興
会

は
、
給
水
所
接
待
で
大
会
の
お
手
伝
い

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
偏
に
各

部
会
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
道
の
駅
構
想
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
審
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
運
営
上
リ
ス
ク
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
、
国
指
定
史
跡
棚

底
城
跡
に
伴
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
へ

変
更
し
て
要
望
を
行
い
、
市
長
か
ら
も

早
期
建
設
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
第
五
期
棚
底
地
区
振
興

計
画
に
基
づ
い
て
令
和
５
年
度
か
ら

７
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
で
、
「
自
然
と

歴
史
と
文
化
の
里
棚
底
」
～
地
域
資
源

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

事
業
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
の
早
期
建
設
に
向
け
た
働

き
か
け
を
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。
併
せ
て
、
以
前
か
ら
棚
底
に
言

い
伝
え
ら
れ
て
き
た
物
語
や
歴
史
文

化
と
い
っ
た
も
の
を
次
世
代
に
残
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
二
年
間
で

冊
子
の
作
成
ま
で
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
議

題
に
対
し
て
慎
重
な
ご
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆

様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
新
年
度
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和５年度総会開催される！
令和５年度振興会総会が、４月１３日（木）

コミセン集会室で開催された。初めに稲津

会長がR４年度の総括と新年度に向けた新

たな取組みなどあいさつ（上に記載）された。

続いて２区の緒方区長さんを議長に選出

し、議事が進められた。第１号議案、R４年度

事業経過報告及び２号議案、収支決算報告

は関連するということで事務局より一括して

説明、監査報告があった後、審議された。

次に第３号議案、R５年度事業計画（案）並

びに４号議案、予算（案）についても同様に

事務局より一括して説明した。審議では、予

算書（案）の項目でふるさと応援交付金の経

理について質問があった外は、特に異論も

なく原案どおり承認された。

棚底地区振興会では、４月

２３日（日）史跡めぐり＆

ウォーキングを開催した。

今年は、好天気に恵まれ

初夏を思わせる陽気の中、

町内外から１３５名が参加。

棚底の集落内を歩きながら

文化財や史跡、自然を堪

能していただいた。詳しくは、

紙面の都合で６月号に掲

載予定です。

事務局の説明を真剣に聞く部会員

総会で挨拶される稲津会長
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３月末 ２月末

599（-7)

高齢化率
５１.９６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 274（-2）276 606

440(-1）

1,186（-6）

宮　田 441

2,530 2,504（-26)合　計 1,192

今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

５月１４日（日）棚底城跡草刈作業

５月１４日（日）倉岳中体育大会

５月２１日（日）倉岳小運動会

６月１１日（日）天草市内一斉避難訓練

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
８
３
号

棚底城跡Ⅱ郭で行っていた整備工事は、

令和５年３月で無事に竣工しました。Ⅱ郭

に安全に登れる通路を整備したほか、排

水施設を設けたり、休憩できる東屋を設置

しました。

東屋は、発掘調査で検出した戦国時代

の建物跡と全く同じ位置に柱を建てました。

ただ、発掘調査では建物の性格まで分か

りませんでしたので、復元したものという誤

解を防ぐために、柱より上は現代的なデザ

インを採用しています。

ベンチとテーブルを備え、壁面を利用し

た解説看板もありますので、暖かい日にぜ

ひ登ってみてください。

（天草市文化課 宮崎）

～Ⅱ郭に東屋を建てました～

【整備が終わったⅡ郭のようす】

市
民
と
市
長
の
意

見
交
換
会
が
４
月
２

４
日(

月
）
棚
底
コ
ミ
セ

ン
集
会
室
で
開
催
さ

れ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
多
数
の
人
が

出
席
さ
れ
た
。

初
め
に
馬
場
市
長

が
第
３
次
天
草
市
総

合
計
画(

令
和
５
年
度

か
ら
１
１
年
度
）
の
基

本
構
想
を
策
定
す
る

に
当
た
っ
て
の
背
景

(

天
草
市
の
現
状
）
や
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
を
講
話

さ
れ
た
。

続
い
て
倉
岳
地
域

ま
ち
づ
く
り
計
画
に

つ
い
て
稲
津
会
長
が

発
表
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
倉
岳
支

所
・
棚
底
城
跡
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設(

併
設
）
の

建
設
に
伴
い
想
定
さ

れ
る
諸
問
題
や
課
題
、

今
後
の
方
針
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
市
長
と
の

意
見
交
換
会
に
移
り
、

参
加
者
ら
と
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

中
で
も
倉
岳
支
所
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設(

併

設
）
の
建
設
場
所
の
利

便
性(

国
道
沿
い
）
や
棚

底
城
跡
へ
の
ア
ク
セ

ス
な
ど
に
関
心
が
高

く
質
問
も
多
か
っ
た
。

今
後
は
、
地
域
住
民
の

機
運
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

希少植物 アイラトビカズラ＝４月２３日撮影 総合計画について講話される馬場市長


